
プロティノスの
「生命あるものとは何か、人間とは何か」I-1-(53) 

1
1 快と不快、恐
怖と大胆、欲望
と件をそして苦
痛、これらはど
の部分にぞくす
るのであろうか
（『法律』
X897a）

2 それらは、魂
にか、あるいは
肉体を使用して
いる魂にか、そ
れとも魂と肉か
ら成る第三のも
のにか、そのい
ずれに属するの
であろう

4�ーーな
お、この第
三のもの
は、さらに二
通りの意味
で語られる

2
1 しかし、まず
魂を取り上げ
て、魂と魂の本
質は別なのかど
うか考察する必
要があるであろ
う

1�というのも、もし魂とその
本質が別であrば、魂は合
成されたものであることに
なり、そのばあいには、もは
や、魂がすでに述べた諸情
念を受容したり所有したり
するのも不合理ではないこ
とになるであろうし

4�すなわち、そ
れは（魂と肉体
の）混合体か、
それとも両者の
混合から生じた
別のものかの、
いずれかである

5�ーーそれにまた、右のパ
テーマタ（諸情
態:πάθημα）に基づいて
生じるものとしてのプラトメ
ナ（行為:προμήθεια:はか
らい）やドクサゾメナ（思い
なし:δοξάζειν）について
も、同じことが言えるであろ
う

6�そこで、われわれ
は思考の働きやドク
サ（思いなし:δόξα）
についても、それら
をもつものとパテー
（情念:πάθος）をも
つものは同じものな
のか

7�それとも或る種の思
考の働きや思いなしを
もつものは情念をもつも
のと同じだが、別の思
考の働きや思いなしを
もつものは情念をもつも
のと別なのかを探求し
なければならないことに
なる

9�また、ノエーシス
（直知:νόησις作
用）についても、そ
れがどのようにして
行なわれ、何がそ
れを行なうのかを
考察するとともに、
さらにその考察して
いるものそれ自体
が、

すなわち、それ
らの問題を調べ
て判定を下すも
のが、いったい
何であるかを考
察しなけrばなら
ないことになる

12�しかし、
それよりも
先に、感覚
作用を行な
うものは何
か

13�つまり、情念は
或る種の感覚であ
るか、感覚なしには
生じえないものであ
るから、この問題の
検討から始めるの
が妥当というわけで
ある

ーー「少なくとも
議論がこのよう
な推論を許すな
らば」という条件
つきのことであ
るがーー

一般に、魂はよりす
ぐれたヘクシス（状
態:ἕξις）やディアテ
シス（様
態:διάθεσις）を受
けとったり、より劣っ
た状態や様態を受
けとったりすることに
なるからである

6�これに対して、もし魂と魂
の本質が同じであrば、魂
は或る種のエイドス（形相）
であることになるであろう
し、その魂としての形相は、
自分が他に与えることので
きる作用はすべてこれを受
けとることなく、

自己自身のな
かには、自己自
身にもともとそ
なわっている働
きのみをもって
いることになる
であろう

ーーこの働きが
何であるかにつ
いては、議論の
進展がこれを明
らかにするはず
であるーー

というのも、もしその
魂としての形相が
そのようなものであ
れば、「それはまた
不死でもある」とい
ってまちがいではな
いからである

9�つまり、不死で亡
ぶことのないもの
は、何らかの意味で
自己自身の或るも
のを他に与えはする
けれども、それ自身
は、他から何も受け
とることはないのだ
から

ーーただし、自分よ
り先にあるものか
ら、すなわち、自分
よりすぐれているも
ので、自分がそれ
から切り離されてい
ないものから受けと
るものは別であるー
ー

外からの影
響を受けな
いものでな
ければなら
ないわけで
ある

13�まことにこの種
のものは、外的なも
のを何ひとつとして
受けとることのない
ものであるのに、ど
うしてまた恐れたり
することなどありえ
ようか

14�してみると、
虞れを抱くの
は、外からの影
響を受けとるも
のであることに
ならなければな
らない

15�とする
と、外からの
影響を受け
ないものは
大胆でもな
いことになる

15�なぜな
ら、恐ろしい
もののない
ものに大胆
さがそなわ
っていること
など、ありえ
ようか

16 それに
また、欲望
がそなわっ
ていること
も、どうして
ありえようか

17�欲望は、肉体が空
になったり充足されたり
する時に、その肉体を
通して満足させられるも
ので、その空になったり
充足されたりするものは
（形相とは）別ものなの
である

17�だが、魂と
しての形相が自
分とはベルのも
のに混じり或る
ことなど、どうし
てありえようか

18�真実在
に属するも
のは、他と
混じり或るこ
とのないも
のなのであ
る

19�他方、
その形相が
他のなにか
を取り入れ
ることなど
も、どうして
ありえようか

20�もしそのよう
なことがあれ
ば、それはたち
まちにして<そ
れがまさにそれ
であるところの
もの>でないこ
とになってしまう
であろう

21�なお、苦
痛も、その
魂としての
形相からは
縁遠いもの
であろう

21�なお、苦
痛も、その
魂としての
形相からは
縁遠いもの
であろう

21�というの
も、その魂
は、どうし
て、また何
を対象とし
て苦しむの
であろうか

22�本質におい
て単一なものは
自足的であり、
いわば自己自
身の本質のな
かにとどまって
いるのである

23�なお、そ
の魂にはい
かなるもの
も

ーー善
きもので
さえもー
ー

近づくことは
ないのに、
何が付け加
えられれば
快さを感じ
るのであろ
うか

24�その魂
は常に<まさ
にそれであ
るところのも
の>としてあ
るのである

26�さらにまた、
その魂としての
形相は感覚する
こともなけれ
ば、思考の働き
や思いなしがそ
の形相にかかわ
ることもないで
あろう

27�なぜなら、感覚
とは物体の形や状
態の受領であり（ア
リストテレス『魂につ
いて』II 
12,424a18）、思
考の働きと思いなし
は、感覚に基づいて
いるからである

28�だが、
直知作用に
ついてはど
うであろうか

28�この働
きを魂のも
のと認める
べきである
のかどうか、
調べてみる
必要がある

29�それにまた、清
浄な快楽(『ピレボ
ス』52c)ついても純
粋に自己自身のみ
となっている魂がそ
のような快楽を味わ
うのかどうか、調べ
てみる必要がある
であろう

3
1 いや、し
かし、その
必要はない
であろう

1 なぜなら、魂が肉体より
先にあろうと肉体のなかに
あろうと、「肉体と魂の結合
した全体が生命あるものと
呼ばれる（『パイドロス』
246c5）」のだから、魂を肉
体のなかに据えて考察する
必要があるからである

4�そしてこのばあいには、
魂は肉体をいわば道具とし
て使用するのだから、技術
家たちが自分の使用する
道具の状態の影響を受け
ないように、魂も肉体からの
影響を受けるように強いら
れることはないのである

7�だが、もし魂が外からの
影響を知るためには、道具
（感覚器官）を用いなけれ
ばならないとすると、しかも
その影響を知るのは感覚を
通してであるとすると、おそ
らく魂が感覚をもつのは必
然であることになるであろう

9�なぜな
ら、眼を用い
ることが、見
ることでもあ
るからであ
る

10�しかし、見ること
に障害があることも
あり、そのばあいに
は、不快とか苦痛と
か、身体全体にわ
たって生起する事
柄一般の影響を受
けることにもなるの
である

11�そこで結
局、魂がその道
具の世話をみよ
うと努めることに
なって、その魂
に欲望が生ずる
ことにもなるの
である

12�しかし、
それらの情
念は、どの
ようにして
肉体から魂
に達するの
であろうか

12�肉体が
別の肉体
に、自己自
身に固有な
事柄を分与
することは
あるかもし
れない

13�しかし、
肉体はそれ
らをどのよう
にして魂に
分与するの
であろうか

14�というのも、「肉体
が魂にそれらを分与す
る」ということは、いわば
「或るものが影響を受け
ると、それとはまったく
別の或るものが影響を
受けることになる」と言
うに等しいからである

15�なぜなら、「一
方のものは使用す
るものであり、他方
のものはそれによっ
て使用されるもので
ある」という事実関
係がある限り、両者
はたがいに別もの
だからである

17�とにかく、魂
に肉体の使用
者としての立場
を与えるいる人
は、魂と肉体を
別ものとして分
けているからで
ある

18�しかし、哲
学によって魂の
分離が行なわ
れる以前には、
魂と肉体との関
係はどのように
なっていたので
あろうか

19�おそら
く、魂と肉体
は混じり合っ
ていたので
あろう

19�しかし、
もし混じり合
っていたの
であれば、

そこでは魂と肉体がいわば融合してい
たのか、

それとも魂は「肉体に織り込まれてい
た」ようになっていたのか、

もしくは肉体から分離していない形相
のようになっていたのか、

あるいは舵取りのように肉体を掴んで
いる形相だったのか、

それともその形相の或る部分は肉体が
から分離しているが、別の部分は分離
していなかったのか、

そのい
ずれか
だったで
あろう

22つまり、私が言いたいのは、
「形相の或る部分は肉体から分
離していて、それが肉体を使用
する部分なのであるが、別の部
分は何らかの仕方で肉体と混
じり合っており、その部分は序
列において使用されるものの立
場へと堕ちこんでもいる

23�だから哲学は、この肉体と混じ
り合っている部分をも肉体を使用す
る部分へと向けかえるとともに、肉
体を使用する部分を絶対に必要と
はみなされない限り、それの使用す
る肉体から遠ざけて、その部分が
常に肉体を使用するとは限らない
ようにしなければならない」というこ
となのである

4
1 そこで、
「魂は肉体
と混じり合っ
ている」とみ
なすことにし
てみよう

1 しかし、もし混じり
合っているのであれ
ば、より劣ったもの
すなわち肉体は、よ
り善きものとなり、
他方のものすなわ
ち魂は、より劣った
ものとなるであろう

3�つまり、肉体は生
命にあずかることに
よって、より善きも
のとなるが、魂のほ
うは死とアロギアー
（不条理）にあずか
ることによって、より
劣ったものとなるわ
けである

4�とすると、何ら
かの意味で生
命を奪われたも
の（魂）が、いっ
たいどのように
して、感覚作用
を加え持つこと
ができるのであ
ろうか

5�事実はむしろ
反対で、肉体が
生命を得ること
によって、その
感覚作用や感
覚作用に基づく
諸情態にあずか
るのであろう

6�だからこ
そまた、そ
の肉体は欲
求を持つこ
とにもなる
のであるし

ーーなぜなら、
その肉体は欲
求の対象となっ
ているものによ
って、快楽を享
受しようとする
であろうからー
ー

自己自身の
ことを気づ
かって、恐
れを抱くこと
にもなるで
あろう

8�なぜな
ら、その肉
体は快楽を
得られない
こともあるで
あろうし、亡
ぶこともある
であろうから

10�だが、さ
らにわれわ
れは、この
魂と肉体の
混合の仕方
についても、
調べてみな
ければなら
ない

10�おそら
く、この両者
の混合は、
不可能であ
ろう

11�それはちょ
うど、白さと線の
ように、「まった
く別のあり方を
しているものが
混じり合ってい
る」と言うような
ものなのである

13�他方、「（魂が肉体
に）織りこまれている」と
いう（プラトンの）ことば
は、「織り込まれている
ものを同じ影響を受け
るものにする」という意
味で言われているので
はない

14�織り込ま
れているも
のが影響を
受けないも
のであるこ
とは可能で
あるし、

ちょうど光がま
たそうであるよ
うに、肉体に浸
透している魂
が、肉体のもつ
諸情態の影響
をまったく受け
ないことも可能
なのであって、

もし肉体の
全体にわた
って織り込
まれている
とすれば、
特にそうな
のである

17�したがって、魂
は、「肉体に織り込
まれている」ことの
ゆえに「肉体の諸情
態に従属する」とい
うことにはならない
であろう（『ティマイ
オス』36e）

18 しかし、魂
は「形相が素材
のなかにある」
というような意
味で肉体のな
かにあるのであ
ろうか

19�まず、魂が
ウーシアー（真
実在）であると
すると、その魂
は肉体から分離
しうる形相のよ
うなものである
ことになるであ
ろうし、

肉体の使用
者としての
立場を占め
るには、より
適切なもの
であることに
なるであろ
う

21�だが、これ
に対して、もし
その魂を鉄の上
に刻印された斧
のスケーマ（形）
のようなものと
すれば

ーーこのばあいには
複合体としての斧
が、つまり、そのよう
に形づくられた鉄
が、その形によって
ではあるけれども、
自らの機能をはた
すことになるわけで
あるがーー

23�われわれ
は、すべてのコ
イナ・パテー（共
通経験）をむし
ろ肉体のほうに
帰属せしめるこ
とになるであろ
う

24�ただし、これこれし
かじかの質の肉体に、
つまり、「自然が形成
し、魂の道具となりう
る、可能的に生きている
物体（アリストテレス『魂
について』II 1,412a 
27-28）に、ではある
が…

25�というのも、「魂が布を
織る」と言うのは、（アリスト
テレスも言うように）不合理
なことであるし、もしそうで
あれば、「魂が欲望を起こし
たり、苦しみを味わったりす
る」と言うのも、不合理だか
らである

27�むしろ、
「生命あるも
のが、その
ような情態
をもつ」と考
えるのが当
然であろう

パトスは、動詞πάσχειν
の示すとおり、「なされる、
作用を受ける、受動する」
ということで、そこから「災
いを受ける、影響を受け
る、経験する」、「印象、気
持ち、感情」等々、多岐に
わたる意味をもったことば
として用いられるようにな
った

5
1 しかし、われ
われはその生
命あるものを、
次のいずれかで
あると言わなけ
ればならない

1 すなわち、それは「これこれし
かじかの肉体である」か、それ
とも「（魂と肉体が）共有するも
の」か、あるいは「魂と肉体から
成っているけれども、両者とは
別の第三のものである」かの、
いずれかであると言わなけれ
ばならないのである（『アルキビ
アデスI』130a 7-c7）

3 だが、生
命あるもの
がそのいず
れのあり方
をしていよう
と、魂のほう
は

「他のもの（肉体）に
対する特定の情態
の原因者でありな
がら、自らは情態に
影響されないものと
しての立場を維持
している」のか、

それとも「自分
も（肉体と）一緒
に情態の影響を
受ける」のか
の、いずれかで
なければならな
いのである

5�そして、もし情態の影
響を受けるとすると、そ
れは肉体のもつ情態と
同じ情態の影響を受け
るのか、それとも類似し
た情態の影響を受ける
のかの、いずれかでな
ければならないのであ
って、

たとえば生命あるも
のの欲求すること
と、魂の欲望を司る
部分の行なったり受
けたりする作用の異
なっているばあい
が、後者に相当する
のである

8�しかし、これこれ
しかじかの肉体の
ほうは、後に考察す
ることにして、魂と
肉体から合成され
たものは、たとえば
どのようにして苦痛
を感じるのであろう
か

9�はたして、はじめ
に肉体が苦痛の状
態におかれ、その情
態が感覚にはいりこ
み、最後にその感
覚が魂に達するか
らであろうか

10�しかし（この
説明では）、そ
の感覚がどのよ
うにして生じる
のか、明らかに
されてはいない

11�しかし、苦
痛は、「或る種
の災いが、自分
や自分の親族
たちにふりかか
っている」との思
いなしや判断に
その起源をもっ
ていて、

次にそのような
思いなしや判断
が基になって、
苦痛への変化
が、肉体や一般
に生命或る者の
全体に起こるの
であろうか

15�しかし、そのよ
うに考えても、何が
その思いなしをもつ
のであるか、魂がも
つのであるか、それ
とも合成されたもの
がもつのであるか、
まだ明らかではない

16 それに、或
る人をめぐる災
いについての思
いなしは、苦痛
という情態をも
ってはいないの
である

17�なぜなら、事実、現に思いなしがあ
っても、それに苦痛がまったく伴わない
ことも可能であるし、また、「軽んじられ
ている」という思いなしがあっても、それ
に怒りが伴わないことも、さらにまた、
善きことへの思いなしがあっても、それ
に対する欲求が刺激されないこともあ
りうるからである

21�とすると、そ
れらの諸情態
は、どのような
意味で、魂と肉
体に共通するの
であろうか

22�欲望は魂の欲望を司る
部分に属し、怒りは魂の気
概を司る部分に、そして一
般に、或る外的なものへと
向かう動は、魂の欲求を司
取る部分に属するからであ
ろうか（アリストテレス『魂に
ついて』III 9,432b6）

23 しかし、もし
そうだとすると、
それらの情態
は、もはや共通
するものではな
くて、魂のみの
ものとなるであ
ろう

24�それとも、血液や胆
汁が沸き立ち、肉体が
なんらかの状態におか
れることによって、たと
えば性愛へというように
欲求が刺激されねばな
らないのだから、それら
の情態は、肉体のもの
でもあるのであろうか

27�だが、善なるものへの
欲求は、共通する情態では
なくて、魂のみのものでな
ければならないのである
し、他の情態についても、
同様なのであって、或る種
の言論は、すべての情態を
共通するものに帰属せしめ
ることを許さないのである

30�しかし、人が性愛へ
の欲求をもつばあい、
或る意味では、魂の欲
望を司る部分も、それ
を欲しも止めるのでは
あろうが、しかし、その
欲望をもつ者は人間な
のである

32�だが、
人間はどの
ようにして、
その欲望を
もつのであ
ろうか

32�はたし
て、人間が
その欲望の
発端を切
り、魂の欲
望を司る部
分がこれに
つづくので
あろうか

33�しかし、魂
の欲望を司る部
分が刺激されな
ければ、いった
い人間はどのよ
うにして、欲望
するのであろう
か

34�むしろ、
欲望の発端
を切るの
は、魂の欲
望を司る部
分のほうで
あろう

35�しかし、そ
の前に、肉体が
これに相応する
状態におかれて
いなければ、魂
の欲望を司る部
分は、どこから
欲望の発端を
切るのであろう
か

6
1 しかしながら、おそら
く、一般的に、「魂の諸
能力が現にあるから、
それらの能力を所有す
る者が、それらの能力
にしたがって活動するも
のとなるのである

1 ただし、その
ばあい、「魂はこ
れこれしかじか
の魂として、自
己自身をその
合成されたもの
もしくは肉体に
与えるのではな
くて、

2�だが。それらの能
力は、力をその所
有者に供給するの
みで、それ自体は
動かされることはな
い」と言ったほうが
よいであろう

3�しかし、もしそうだとすると、
生命あるものが作用を受けて
いるばあい、（それにより生じ
る）情念と活動は、所有者のも
のであって、合成されたもの
（人間）に生を与える生の原因
者（魂）それ自体は、情念から
自由であることになる

6�だが、もしそ
うだとすると、そ
の生もまったく
魂のものではな
くて、合成され
たもののもので
あることになる
であろう

8�あるいは、合成された
ものの生は、魂の生で
はないことになるであろ
うし、それにまた、（魂
の）感覚能力が感覚す
るのではなくて、その能
力の所有者が感覚する
のだということにもなる
であろう

10�しかしながら、
もし感覚が肉体を
通って最終的には
魂に至る動であれ
ば（『ティマイオス』
43c）、どうして魂が
感覚しないことがあ
ろうか

11�「感覚能力が現
にあるばあいに、そ
の能力が現在する
ことによって、合成
されたものが何であ
れ感覚の対象とな
るものを感覚するの
であろう」

14�しかしながら、もし
その能力が刺激されな
ければ、すなわち魂も
魂の能力も（合成され
た人間に）算入されてい
なければ、なおも、どう
して感覚するものが合
成されたものでありえよ
うか

7
1 では、むしろ、
「合成されたも
のがあるのは、
魂が現にあるか
らである」として
みよう

これこれしかじ
かの肉体と自己
自身によって与
えられたいわば
光のようなもの
から、自分とは
別の新たな生
命あるものを作
るのであって、

感覚その他
生命あるも
のの経験と
言われてい
るものは、す
べてこの生
命あるもの
に属する」と
するのであ
る

7�しかし、そ
のばあい、
どうしてわ
れわれが感
覚すること
になるので
あろうか

8�おそらく、多くの要素から
成る人間の存在全体のな
かには、たとえわれわれに
より貴重なものがそなわっ
ているとしても、われわれ
は、これこれしかじかの生
命あるものから離されてい
るのではないからであろう

10�なお、魂に固有な
知覚能力は、直接に感
性的なものを対象とす
るのではなくて、むし
ろ、感覚によって生命あ
るものに生じる印影を
把握するのでなければ
ならないのである

11�なぜな
ら、それらの
印影はすで
にノエータ
（知性の対
象）となって
いるからで
ある

12�それゆえ、外的なものを対
象とする感覚は、魂のこの知覚
の影であって、この知覚はウー
シアー（実有性）において、より
真なるものであり、ただエイデ
ー（形相）のみを外的な影響を
交えずに純粋に把握するテオ
ーリアー（観照活動:θεωρία）な
のである

θεωρεῑν:
観るおよび
その同族
語としての
名詞、形容
詞

14�まこ
とにこれ
らの形
相に基
づいて

ーー魂のみ
がこれらの
形相から、
生命あるも
のの指導権
を得るので
あるがーー

思考や思いなし
や直知の働き
は、その活動を
行うのであっ
て、ここにおい
てこそ、われわ
れは何にもまし
てわれわれなの
である

17�これに対して、それ
らよりも先にあるもの
は、われわれのものな
のであって、実にわれ
われはここから上へと
のびている部分であり、
生命あるものの上に君
臨しているのである

18�だが。
その全体を
生命あるも
のと呼んで
も、なんら支
障はないで
あろう

19�ただし、そ
の下位の部分
は（肉体と）混じ
り合っているも
ので、「ここか
ら」が、思うに、
真の人間なの
である

21�これに対し
て、下位の部分
は獅子の類であ
り、全体的に見
て種々雑多な獣
なのである（『国
家』IX 
590a9~b1,5
88c7）

21�つまり、人間と思惟
する能力をもった魂と
が同じである以上、わ
れわれが思惟する時に
は、その思惟は魂の活
動なのであるから、わ
れわれが思惟している
ことになるのである

8
1 だが、われわ
れはヌース（知
性）に対しては、
どのように関係
しているのであ
ろうか

1 ただし、私の言う
「知性」とは、魂が
知性に由来するも
のの一つとして持っ
ているヘクシス（状
態:ἕξις）のことでは
なくて、まさに知性
そのもののことでは
あるが…

2�われわれ
はその知性
をも、われ
われの上に
あるものとし
て所有して
いるのであ
る

2�だが、そのばあい、われ
われはその知性を共通のも
のとして所有しているの
か、あるいは固有のものと
して所有しているのか、そ
れとも万人に共通のものと
しても各人に固有のものと
しても所有しているのか、
そのいずれかである

5�つまり、「共通のものとして」
と言うのは、それが部分に分け
られない一つのもので、いたる
ところに同じものとして存在し
ているからであり、「固有のもの
として」と言うのは、各人がまた
それの全体を第一義的な意味
での魂のなかに所有してもいる
からである

7�それゆ
え、われわ
れは形相
も、二通りの
仕方で所有
していること
になるであ
ろう

7�すなわち、魂のな
かでは、いわば開か
れ・分けられたもの
として所有し、知性
のなかではすべて
を一括して所有し
ているのである

9�だが、
「神」につい
ては、どうで
あろうか

9�われわれ
は神をどの
ようにして
所有してい
るのであろ
うか

10�われわれは
神を、知性的な
ものや真に有る
ものを超えてい
るものとして所
有しているので
ある

10�そしてわれわれは、
この神から数えて第三
の位置を占め、プラトン
のことばによれば、上方
の「不可分な魂」と「肉
体の領域にある分割可
能な魂」とから成ってい
るのであるが、

後者は次のような理由で、すな
わち「魂は実際には一つである
けれども、万有の全体に自己自
身を与えるのであるから、生命
あるもののそれぞれが量のあ
るものもである以上、その肉体
の大きさに自らを与えることに
なる」という理由で、

いや、むし
ろ、「魂は肉
体を照らし、
自己自身と
肉体から生
命あるもの
をつくるの
ではなくて、

自己自身はとどまっていな
がら、ちょうど、一つの顔が
多くの鏡に映って見えるよ
うに、自分の影像を肉体に
与えて生命あるものをつく
るのであるから、自己自身
が諸肉体に現在しているよ
うに見える」という理由で、

「肉体の領域に
ある分割可能な
魂」と言われて
いると考えなけ
ればならないの
である

18�そして、共有するもの
のなかにある感覚が、魂の
第一の影像であり、次に、
その感覚能力に魂のエイド
ス（種類）と称せられる他の
あらゆる能力が次から次へ
と連なり、最後に生殖能力
や生長力に至って、

すなわち、一般に製作
する魂（宇宙霊）とは別
のものを産出する力（ピ
ュシス）に至って終わる
のであって、その際、製
作する魂自体は、産出
されるものの方を向い
ているのである

9
1 それゆえ、われわれのあの上
位の魂（文脈から言えば宇宙
霊であるが、この表現から見れ
ば、人間のもつ肉体とは係らな
い高度の魂）は、その本性にお
いて、人が行なったり、こうむっ
たりする劣悪な事柄の責めから
解放されていることになるであ
ろう

2�なぜなら、すでに
述べられたように、
それらの劣悪な事
柄は、生命あるもの
に、つまり（魂と肉体
の）共有するものに
関連しているからで
ある

5�だが、もし思
いなしや思考が
魂のものであれ
ば、魂はどのよ
うにして過ちか
ら自由でありう
るのであろうか

6�というのも、
偽りの思いなし
があり、その思
いなしに基づい
て、数々の劣悪
な事柄が行な
われるからであ
る（『テアイテト
ス』
189b-190e）

7 いや、むし
ろ、劣悪な
事柄は、わ
れわれが劣
ったものに
よって

ーーというの
も、われわ
れのなかに
は、多くの
要素がある
からである
がーー

つまり、欲望
とか怒りと
か劣悪な影
像とかによ
って打ち負
かされた時
に行われる
のである

9�そして、偽りの思
考と言われているも
のは、実際にはパン
タシアー（想念）な
のであって、魂の思
考能力の判定を待
つことはしないので
ある

10�つまり、われわれは劣った
ものに説得されて行動を起こし
たのであって、それはちょうど
感覚領域において、（魂と肉体
の）共有するものの感覚が、魂
の思考能力の判定を待たなけ
れば、誤って見ることになるよう
なものなのである

12�だが、これ
に対して、知性
の方は、対象に
触れたか触れ
なかったかの、
いずれかである

12�したがっ
て、過ちを
犯すことは
ないのであ
る

13�いや、むしろ、
「われわれが知性の
なかにあるノエート
ン（知的なもの）に
触れたか触れなか
ったの、いずれかで
ある」と言うべきで
あろう

14�あるいは、
「われわれのな
かにある知性的
なものに」と言っ
たほうがよいか
もしれない

15�なぜなら、われ
われはその知的な
ものを所有しかつ
手元にあるものとし
ては所有していない
ことが可能だからで
ある（『テアイテト
ス』198d7）

17�かくして、われわれは共有
するものと（魂のみに）固有のも
のとを、「活動に際して肉体を
必要としないものは、すべて魂
に固有なものであるが、共有す
るものは、肉体にかかわりのあ
るもので、肉体なしにはありえ
ない」という点で、区別したので
ある

19�そし
て思考
は

ーー少なく
とも、厳密
な意味で真
正の魂に属
する思考で
あればーー

感覚からもたらされ
る印影を判定する
時には、同時に形相
を観るのであり、し
かも、いわば直接的
な知覚によるがごと
くにして観るのであ
る

22�というのも、真
正の思考は直知の
活動であるし、外的
なものと内的なもの
との間には、しばし
ば類似性と共同関
係があるからである

24�それゆえ、
その魂は自己
自身を注視し、
自己自身のな
かに憩いなが
ら、少しも乱れ
ることはないで
あろう

24�われわれのな
かにあらわれる諸変
化や擾乱（『パイド
ン』66d6）は、すで
に述べられたよう
に、われわれに結び
つけられているもの
から、そして共有す
るものの

ーーたとえ
それが何で
あろうとーー

諸情態から
生ずるので
ある

10
1 しかしながら、もし「われわれ」が
その魂であり、「われわれ」がそれ
らの情念の影響を受けるのであれ
ば、その魂がそれらの情念の影響
を受けることになるであろうし、そ
れにまた、「われわれ」の行なって
いることは、その魂が行なっている
ことでもあることになるであろう

3�いや、しかし、「共有
するものは（われわれで
あなくて）われわれのも
のであり、われわれがま
だ肉体から分離してい
ない時には、とりわけそ
うである」と主張しても
いるからである

4�なぜなら、わ
れわれは、「わ
れわれの肉体
の受ける影響
を、われわれも
受ける」と主張
してもいるから
である

6�それゆ
え、「われわ
れ」には、二
通りの意味
があること
になるであ
ろう

6�すなわち、（われわれ
のなかにある）「獣」が
加算されているばあい
と、すでにそれを超えて
いるばあいとがそれで、
「獣」とは、生命を与え
られた肉体のことであ
る

8�そして真正の人
間は、その「獣」とは
別で、それら獣的な
もののもつ諸情念
から浄化され、直知
活動の領域の諸徳
を所有しているので
あって、

まことにこれらの徳こ
そ、肉体から分離して
いる魂のなかに、すな
わち感性界にある時に
でも肉体から分離しか
つ分離しうる魂のなか
に、直接に座を占めて
いるのである

11�ーーというの
は、その魂が肉体
から完全に離れる
と、その魂から照ら
されていた低次の
魂も、その魂につづ
いて立ち去ってしま
すからである

12�ーーこれに対し
て、プロネーシス
（叡智）によらず、習
慣と修練によって生
ずる諸徳（市民的な
徳）は、共有するも
のに属するのである

13�なぜな
ら、共有す
るものは、
数々の悪徳
をもっている
からである

13�つまり、
妬みも羨み
も哀れみ
も、ともにこ
の共有する
ものに属す
るのである

14�だが、ピ
リアイ（知性
界の
愛 :φιλία）
は何に属す
るのであろ
うか

15 その或
るものは共
有するもの
に属し、別
の或るもの
は内なる人
間に属する
のである

11
1 だが、われわれが、
子供の時には、合成さ
れたものに由来する諸
方が活動していて、上
位のものからの光は、
その合成されたものに
はほとんど達しないの
である

2�そして、その光がわ
れわれに作用を及ぼさ
ない時には、その作用
は上に向けられている
のであって、それが中
間的な部分に到達した
時に、はじめて、われわ
れに作用を及ぼすこと
になるのである

5�しかし、そ
うすると、ど
うであろうか

5�その中間
的な部分の
先（上位）に
あるものも、
われわれで
はないので
あろうか

7�しかし、た
とえそれも
「われわれ」
ではあって
も、まず、そ
れを覚知し
なければな
らないので
ある

7�つまりわれわ
れは、自分の持
っているものの
すべてをいつで
も使用している
わけではなく
て、

それらを使用するためには、ま
ず、その中間的な部分を上位
のものもしくはそれと反対のも
のへと、あるいは<われわれが
能力もしくは所有の状態から現
実の活動へと導くもの（アリスト
テレス『魂について』II 
5,417a32-b10）>へと向けて
据える必要があるわけである

9�だが、生
命あるもの
は、どのよう
にして（自分
のなかに）
獣をもって
いるのであ
ろうか

10�もし言われてい
るように、獣のなか
に罪を犯した人びと
の魂があるとして
も、その魂の分離し
うる部分は、獣のも
のとなっているので
はない

11�つまり、その部
分は、たとえそこに
あっても、獣にそな
わっているのではな
いのであって、獣は
肉体にそなわった
魂の影を意識して
いるにすぎないので
ある

12�だから獣
は、いわば魂の
影によって質を
与えられたこれ
これしかじかの
肉体にすぎない
のである

14�だが、もし人間の魂
が獣のなかにはいりこ
むことはなかったとする
と、獣は全霊からの照
射によってこれこれしか
じかの生命あるものと
なっているものであるこ
とになるであろう

12
1 だが、もしそ
の魂が過ちを犯
すことのないも
のであれば、ど
うして罰がある
のであろうか

2�いや、魂
は過ちを犯
すことのな
いものでは
あるまい

2�なぜなら、そのような
主張は、次の説に、つま
り、「魂は過ちを犯した
り、正しくふるまったり、
冥府で罰を受けたり、
或る肉体から別の肉体
に宿りなおしたりする」と
いう説にまったく合わな
いからである

5�かくして、
人はどちら
か自分の好
む説の方に
賛成しなけ
ればならな
くなるが…、

しかし、おそ
らく、人はそ
のどちらにも
矛盾しない
考え方を見
出すことが
できるであ
ろう

6�すなわち、魂に過ち
を犯すことのないものと
いう立場を与える説は、
魂と魂の本質が同じで
あると主張することによ
って、魂をまったく単一
なものとみなしていた
のであるが、

魂に過ちを犯すとい
う立場を与える説
は、魂を編み合わさ
れたものとみなし、
その魂に忌まわしい
諸情態をもつ別の
エイドス（種類）の魂
をも付け加えている
のである

9�それゆえ、その魂自
体が合成されたもの・あ
らゆる要素から成るもの
となり、そして、事実、
その魂の全体が外から
の影響を受けることにも
なるのであって、

過ちを犯すのはそ
の合成体であり、プ
ラトンの言う「罰を
受けるもの」とは、
その合成体のこと
であって、あの単一
なもの（としての魂）
のことではないので
ある

12�そしてプラトン
も、この観点に立っ
て、「なぜなら、わ
れわれは海神グラ
ウコスを見ている人
びとのようにして、
魂を観ているのだ
から」と述べている
のである

15�しかし他
方、彼は、「人
が魂の本来の
姿を観ようとす
るのなら、いろ
いろな付着物を
叩いて払い落と
したうえで、

哲学という、魂にそなわる
知への希求に目を向け、魂
が何を把握し、何と同族で
あることによって、まさにそ
れであるところのものとして
あるのかを見なければなら
ない」と述べているのである
（『国家』X 611 d7-612a 
5）

18�それゆえ、
魂の生その他
の活動と懲らし
めを受けるもの
とは、それぞれ
別の者である事
になるであろう
し、

魂の退出と分離
は、単に特定の肉
体からのそれである
ばかりでなく、すべ
ての付着物からの
それでもあることに
なるであろう

20�というのも、
事実、付着は生
成の行程におい
て行なわれるか
らである

20�いや、む
しろ、生成
は全体的に
見て、別の
種類の魂に
属するもの
なのである

21�だが、
生成は、ど
のようにして
行なわれる
のであろう
か

22�それは、すでに述べ
られたとおり、魂の下降
によって起こるのであっ
て、魂（宇宙魂）が下に
傾いている時に、その
魂から下降する別種の
魂（ピュシス）が生じる
のである

23�すると、
はたして魂
は、自らの
影像を見捨
ててしまう
のであろう
か

23�それに、
魂の下への
傾きが、どう
して（その魂
の）過ちで
はないので
あろうか

25�もし魂
の下への傾
きが、下の
世界への照
射であれ
ば、それは
過ちではな
いであろう

25�それは
スキアー
（影）も過ち
ではなく、そ
の責めは照
らされてい
るものにあ
るのと同じ
である

26�というの
は、もし照ら
されるもの
がなけれ
ば、魂は照
らすすべを
もたなかっ
たはずだか
らである

26�だから、「魂
に照らされたも
のが、その魂と
ともに生きる」と
いう意味で、「魂
が下降する」と
か「傾く」と言わ
れているのであ
る

28�それゆえ魂は、自分の影像
を受け取るものが近くにない時
には、その影像を見捨てるけれ
ども、しかし、その影像を「切り
捨てる」という意味で見捨てる
のではなくて、「（その影像は）
もはや存在しない」という意味
で見捨てるのである

30�それに、魂
が全体としtあ
の知性界に目を
向けているばあ
いには、影像は
もはや存在しな
いのである

32�なお、あの詩人（ホメロス）はヘ
ラクレスについて、彼が神々の世界
に住むという説と冥府に住むという
説をともに正論とする必要にせまら
れて、「ヘラクレス自身は神々の世
界に住むけれども、彼のエイドーロ
ン（幻）は冥府にある」とすることに
よって、そのエイドーロン（影）を分
離しているように思えるのである

33�しかし、
とにかく彼
は、ヘラクレ
スを二つに
分けたので
ある

34�そこで、
この話は、
次のように
考えれば、
信憑性のあ
るものとな
るであろう

35�すなわち、
「ヘラクレスは、
実践面では卓
越した人であ
り、その立派さ
と善さのゆえに
神たるにふさわ
しい人とみなさ
れていた

36�つまり、実践面ではすぐれ
た人であったが、全体としてあ
の世界に居を占めるために必
要とされる観照の面では、すぐ
れた人とは言えなかったので、
彼は上の世界に居を占めるとと
もに、その一部は、なお下の世
界にも居を占めているのであ
る」と

13
1 ところで、以
上の事柄につい
て考察をすすめ
てきたのは、わ
れわれだったの
であろうか

2�それとも、
魂だったの
であろうか

2�われわれ
だったので
ある

2�しかし、わ
れわれが魂
によって考
察したので
ある

3�だが、「魂
によって」と
は、どういう
意味なので
あろうか

3�はたし
て、われわ
れが「魂を
持つことに
よって」考察
したのであ
ろうか

4�いや、「わ
れわれが魂
である限り
において」で
ある

4�してみる
と、魂は「動
く」ことにな
るのではな
かろうか

5�そうで
ある。

5�われわれは魂に
次のような動を、す
なわち肉体のもつ
動ではなくて、魂自
身の生としての動を
認めなければなら
ないのである

6�それにまた直知の働きも、次
のような意味で、すなわち「魂
は知性的なものであって、魂が
直知の活動を営むばあいでも、
知性がわれわれに作用を及ぼ
すばあいでも、その知性の活動
がわれわれのすぐれた生であ
る」という意味で、われわれに
属するのである

8�なぜなら、知
性もわれわれの
部分であるし、
われわれはその
知性へと昇って
いくのだから


